


























































62. 現状 (3) 
: ピッツバーグ大学図書館の例
＜口頭、ないし別途資料2点にて＞












































































































































・TriUniversity Group of Libraries
http://www.tug-libraries.on.ca/ 
・久保山論文（情報の科学と技術)
http://nels.nii.ac.jp/els/110007005995.pdf?id=
ART0008923159&type=pdf&lang=jp&host
=cinii&order_no=&ppv_type=0&lang_sw=
&no=1250319624&cp=
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5.システム仕様の共通化 (6:補足)
「オープンソース化」
－オープンソースを大学側が自力で導入す
ることについては疑問あり(人材、人員、時
間の観点)
－ベンダーのサポート付きなら、あり得る
－商売として成り立つものでないとベンダー
もやる気が出ない?
結果として弱体化? ／利益が出る構造も必
要?
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5.システム仕様の共通化 (7)
課題
○具体的手段
・まずは、方向付けと同じパッケージを使う
館同士で
・時間の制約も
○国立系の機関は、“入札”の仕組み
－長期的にお付き合いできない制度
－ハードとソフトを分けて契約するとか?
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5.システム仕様の共通化 (8:補足)
(参考)
・6月17日、東京で同じような話題がありまし
た。
林賢紀氏
「OPACと図書館システムの「次」を目指して」
http://researchmap.jp/tzhaya/資料公開/
東京西地区大学図書館協議会２００９年度研修セミナー
「図書館システムを再び考える−ベンダーと図書館サイド
が望むシステム機能−」
ご静聴ありがとうござい
ました。
続きはディスカッションで
